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  学 校 だ よ り 
 中 央 区 立 京 橋 築 地 小 学 校 

東京都中央区築地 2丁目 13番 1号 

待つことの大切さ 

校長 平山 尚彦 

 早くも気温が３０度を超える日もありました

が、校庭では初夏の日差しに木々の葉、バラやサ

ツキの花が明るく美しく輝いています。 

 令和になってはやひと月が経ちました。年のせ

いなのか、時の経つのが年々早くなっているよう

に感じてしまうこの頃です。しかしそれは、常に

慌ただしく、物事に対して受け身になってしまっ

ているからかもしれません。 

 月の呼び名に立待月、居待月、寝待月、更待月

というのがあります。月の出を待つ様子から名付

けられたものですが、昔の人が月の出るのを待ち

ながら月を愛でていたことが伝わってきます。そ

こには待つという行為を能動的にとらえて楽し

む豊かさも感じられます。 

 昨今の生活を振り返ると、効率を優先するあま

り先を急ぎ、待つことができなくなっているよう

に感じます。同時に、待たない、待たせないため

にさらに余裕をなくしているようにも思います。 

 私たちの日々の授業も、限られた時間の中で子

どもたちに豊かな学びをしてほしいと、さまざま

な工夫や準備をしていますが、先回り、お膳立て

をし過ぎて、子どもたちが自力で見いだせること

まで教えてしまっていることに気付き、反省する

ことも少なくありません。学習のみならず、つい

結果を急いでしまいがちですが、子どもたちが自

らの力で考え、やり遂げることを見守り、待つこ

とを大切にしていかねばと考えています。 

 １学期も折り返し点を迎えました。今月は子ど

もたちが自分たちの力でつくり上げる京築まつ

りもあります。紆余曲折もあるかと思いますが、

子どもたちの成長の糧となるよう見守り、当日を

楽しみに待ちたいと思います。 

６月の行事予定 

 

１日（土）  土曜学校公開 

ＰＴＡスポーツ大会 

避難訓練(引き取り) 

３日（月） セカンドスクール始(４年) 

      親子給食 

５日（水） セカンドスクール終(４年) 

６日（木） 安全指導  

７日（金） 委員会 縄跳びデー 

１０日（月） 個人面談③ 白鶴田植え(５年) 

１１日（火） スポーツテスト 

個人面談④ 

１３日（木） 個人面談⑤ 

１４日（金） プール開き 個人面談(予備) 

１７日（月） クラブ  

下水道キャラバン(４年) 

１８日（火） 校外学習(３年) 

２０日（木） 校内研究会(２年２組授業) 

２２日（土） 土曜授業日  

京築まつり 

２４日（月） 自転車教室(3年) 

 学校評議員委員会 

２５日（火）  開校記念日 保幼小連携 

２７日（木） 校外学習(4年) 

 

下校時刻変更のお知らせ 
 

７日（金）１４：４５（３・４年代表） 

委員会のため 

２０日（木）１３：２０（２年２組以外） 

校内研究会のため     

２５日（火）１３：２０（１年） 

       保幼小連携会議のため 

個人面談期間中  

全校１４：１５ごろ下校 

 



 

ぼくは、最高学年として、ルールを守り、低学年

のお手本になるような行動をしたいです。低学年

だけでなく、学校のお手本として過ごすことで、

残りの一年間、最高学年として誇りのもてる一年

にしたいです。           ◯◯ ◯◯ 

私は５年生の時に、下級生をまとめる６年

生を見て、「かっこいいな」と感じました。 

私があこがれた６年生のように、困っている 

下級生を見つけて、優しく声を掛けられる６

年生になりたいです。            ◯◯ ◯ 

私が六年生になって、頑張りたいことが二つあ

ります。一つ目は、学校を引っ張っていくことで

す。学校全体をまとめ、学校をよりよくしていき

たいです。二つ目は、下級生のお手本になること

です。特に、一年生には正しい習慣を身につけて

あげて、立派な京橋築地小の児童として次世代に

つなげたいです。         ◯◯ ◯◯ 

ぼくは今年で６年生になり、毎日１年生の

お世話をしています。 

 １年生はまだ入学したばかりで、学校のル 

ールなどは知りません。だから、ぼくたち６ 

年生が１年生にいろいろなことを教えてい 

きたいです。また、全校の良いお手本になれ 

るように頑張りたいです。      ◯◯ ◯◯ 

 

私が六年生として頑張りたいことの一つ目は全

学年のお手本になることです。下級生に六年生の

よいところを見つけてほしいです。 

 二つ目は、マーチングです。リズムが乱れない

ように練習を重ねています。最高学年として、上

手に演奏できるようにしたいです。   ◯◯ ◯ 

 

ぼくは、最高学年として下学年のお手本に

なり、京橋築地小を良い方向に伸ばしていき

たいです。 

特に、まだ入学したばかりの１年生にはあ

いさつや礼儀、学校のルールを教えてあげた

いです。           ◯◯ ◯◯ 

 

 

挨拶について              生活指導主任 幸地 裕助 

 

今朝も「おはようございます」と元気に挨拶をしている子供たちの声が聞こえます。 

京橋築地小学校の子供たちは、とても礼儀正しい子供たちが多いです。しかし、少し恥ずかしがり

屋な面もあります。私の学級では、子供たちに次のような質問をしてみました。 

 ①毎朝、起きたときに家族に「おはよう」の挨拶をする。      はい・いいえ 

  ②家を出る時、帰ったとき「行ってきます。」「ただいま」を言う。   はい・いいえ 

 ③朝、道や学校で友達に会った時、進んで挨拶をする。       はい・いいえ 

 ④安全を見守ってくださっている保護者や警察の方に挨拶をする。  はい・いいえ 

 ⑤学校で、大人の人に会った時、知らない人でも挨拶をする。    はい・いいえ 

 挨拶は、人と人の心を繋ぎ、人を元気にしてくれる「魔法の言葉」です。また、挨拶の有無や、

挨拶の声のトーンで相手に対しての印象も変わってくるものです。 

子供たちの中には、親しい友達どうしなら挨拶はできるけど、学校や地域のために働いている方

や知らない人には挨拶はしたことがないという子供が、上の質問を見ると意外と多くいました。 

私は、駅の駐輪場で自転車の整理をしてくださっている方に「おはようございます」と進んで挨

拶をしています。ある日、一週間ほど自転車を利用しない期間があったことがあり、久しぶりに駐

輪場に行くと、「久しぶりだね。おはようございます。」と相手の方が声をかけてくださりました。

私は、たくさんの利用客がいる中で、覚えてくれていることに嬉しく思いました。挨拶をすること

で、知らない方ともこんな人間関係ができることがあるのです。 

 挨拶は、よりよい人間関係を築く上で、子供たちに身に付けさせたコミュニケーションツールで

す。挨拶があふれる地域・家庭・学校にしていけるよう、皆で子供たちを育てていきましょう。 

 

最高学年として（６年生） 


